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第二 : 身代わり
キリストは私たちに代わって死んで下さった。
神は罪ある人々を罰せずにはおれないので、神はその怒りを、私た
ちの代わりに、イエスの上に注ぎかけました。イエスは正に私たち
の身代わりとなりました。イエスは私たちの罪のために罰せられ、
私たちの当然受けるべき、その死を受けられました。


「しかし彼は、私たちのそむきの罪のために傷つけられ、私たちの不
義のために砕かれた。彼がこらしめを受けることによって、私たちに平
安をもたらした。」 (イザヤ書53章5節)


「そして三時ごろに、イエスは大声で叫んで、『わが神、わが神、どうし
て私をお見捨てになったのですか。』と言われた。」
 (マタイ伝27章46節)


神は私たちの代わり
に、ご自分の一人子、
イエスを罰せられた。


要約すると :
私たちの罪は、人と神とを完全に断絶させる原因となりました。しかし神
の子、イエスは十字架上で私たちすべての罪をご自身に受けて下さいまし
た。それゆえ私たちは、イエスによって神に近づくことが許されました。


「イエスは彼に言われた。『わたしは道であり、真理であり、命なのです。わた
しを通してでなければ、だれひとり父のみもとに行くことはできません。』」 
 (ヨハネ伝14章6節)


救い
(すべての罪を許されて
永遠の命が約束されて
いる)


自由にだれにで
も与えられる


救いの道


洗礼
教会


清い生活
十戒
隣人愛
教義
宗教


1.
死んだ行ない
を悔い改める


2.
そして次の
ように信じる


A.
イエスは神であり


B.
イエスは死から
よみがえった


C.
イエスは私た
ちの罪の身代
わりに死んで
下さり


いままでに天国に行くには、な
にか良い行ないをする基準に少
なからずかなうとか、宗教的な
規律とかを最小限守る必要があ
るとか思ったことがありますか。


そして、まだそのように思って
いますか。


イエスが十字架上で成して下さ
ったことを理解できますか。今
それを自分の言葉で説明できま
すか。


いままで、このように正しく説
明を受けたことがありますか。


さあ、次のように自問してみて下さい。「イエスは自分のために十
字架に掛かり、すべての罪を清算し、天国への道を開いて下さった
ことを信じているだろうか?」
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イエス・キリスト


❏ はい       ❏ いいえ








救いに至る悔い改め


いや結構だ。救われ
るのにこのような手
段はなに一つ必要で


はない。
洗礼
教会


清い生活
十戒
隣人愛
教義
宗教


信仰は、イエスによる救いを受け取る私たちの手にたとえら
れるように、悔い改めは、死んだ行ないを拒否する手にたと
えられるかもしれません。


救いに至る信仰は、単にイエスの死が必要であるだけではなく、
完全無欠であることを認識します。イエスの死は、人間の努力や良
い行ないとは全く関係なしに、私たちのすべての罪を清算しまし
た。それは人間の努力や良い行ないによってではなく信仰によって
のみ自由に与えられるものなのです(ガラテヤ人2:21、3:10ー14、
5:1ー5)。


この小冊子の3ページの質問にもどってみましょう。神が天国に入
れてあげるけど、どうしてだと思いますかと質問された時、なんと
答えますか。もし洗礼を受けたからとか、清く正しい生活をしてい
るからとか、その他イエスを信じること以外のどの答をしても、そ
の人は悔い改めなければなりません。私たちは過去、現在、未来の
どの時点においても宗教じみたことに頼るのをやめなければなりま
せん。そしてただイエスにのみ頼って行こうではありませんか。
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第三 : しょく罪(和解)
キリストの死は、私たちの罪を完全にあがなったので、神の
怒りと罪に対する処罰を清算しました。
イエスは私たちの罪の身代わりに死んで下さったので、神の罪に対
する処罰は清算されました。イエスは、すべての私たちの罪をあが
なわれたので、その清算して下さったイエスを受け入れる者は、神
の罪に対する永遠の怒りを受けなくてすみます。イエスがすべての
人の罪の代価を支払われたのです。


「しかし、彼を砕くことは主のみこころであり、主は彼を悩まさ
れた。彼(神なる父)が、自分(イエス)の命を、罪過のためのいけに
えとするとき・・・・・・彼は自分の魂の激しい苦しみのあとを
見て満足する。」 (イザヤ書53章10ー11節)


「イエスは酸いぶどう酒を受けられると、『完了した。』と言われ、頭をた
れて、霊をお渡しになった。」 (ヨハネ伝19章30節)


「完了した」ということばは、キリストの時代にローマ帝国で債
務が全部支払われた時、事実使われていました(ケトル辞書<Kit-
tel>、第8巻、57、60ページ)。イエスが息を引き取る直前に、この
ように叫んだのは、イエスは私たちの罪に対するすべての支払いを
完了して下さったことを意味します(参照聖句、コロサイ人2章13ー
14節)。
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このようにイエスはご自身の死によって、私たちの罪の代価を
支払い、神と私たちの仕切りの壁を取り除いて下さいました。


どうしてイエスの死は、私たちのすべての罪を支払われたばかりで
はなく、あらゆる時代のすべての人の罪をも支払うことができたの
でしょうか。 それは次に説明しましょう。


戦争犯罪
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イエスは神
イエスは神です。イエスは永遠に神なる父と同格です。彼は私たち
の罪の身代わりとなって死ぬために人間となられましたが、常に神
であることには変わりありません。


「トマスは答えてイエスに言った。『わが主よ。わが神よ。』イエスは彼
に言われた。『あなたは私を見たから信じたのですか。見ないで信じる
者は幸いです。』」 (ヨハネ伝20章28ー29節)


(参照聖句、ヨハネ伝1:1、8:58、10:30;第1テモテ3:16;テトス2:13;コロサイ人
2:2;ヘブル人1:8)


イエスの神性を否定する者は皆、永遠にとがめられます。イエスは
次のように言っています。


「あなたがたが来たのは下からであり、私が来たのは上からです。あ
なたがたはこの世の者であり、私はこの世の者ではありません。だから
私は、あなたがたは自分の罪のうちに死ぬであろうと言ったのです。も
しあなたがたは私のことを信じなければ、あなたがたは自分の罪のう
ちに死ぬのです。」 (ヨハネ伝8章23ー24節)


(参照聖句、ヨハネ伝11:25 - 27、20:31;使徒行伝9:20、16:30 - 31;第1ヨハネ
5:13)


どうして神は人となられたのでしょうか。
5ページの所で学んだように、神は永遠に神聖でどんなに小さな罪
でも神を永遠に傷付けるのです。それ故、どのような罪にもその代
価を要求されるのです。この代価を支払うのに二つの方法がありま
す。一つは、本来有限である人間自ら神の怒りを永遠に受け続ける
こと。もう一つは、永遠なお方が有限なこの世の人に代わって神の
怒りを、一度だけ受けることです。どちらの方法も罪に対する支払
いは完全になされます。


1. 有限である人間が自分の罪の支払いをするとしたら、神の怒り
を永遠に受け続けなければなりません。だから地獄は永遠なので
す。


2. 無限な神が人となったイエスが、人間の罪に対する無限な支
払いをするため、神の怒りを受けられることです。イエスは神で
ある故、十字架の上で無限に神の怒りをこうむった意味がありま
す。イエスの死は、すべての時代のどの人にも適応する罪の代価
を完全無欠に支払って下さいました。


この完全無欠の支払いは、すべての人の罪になされました。しかし
神は私たちに二つの方法のどちらを選ぶ自由を与えております。そ
れはイエス・キリストか永遠の裁きである地獄かです。


ルカ伝13章1ー5節に、 エルサレムにあるシロアムの塔が事故で倒
れて、18人の人が死んだという話があります。ユダヤ人はとかく因
果関係で判断します。宗教偽善者こそ、だれよりも罪深い人だと思
っていた者もいました。しかし神だけが人の心の本当の思いを知っ
ておられるのです。たまたまこれらの18人は町で一番罪深い人だっ
たので不慮の事故死にあったのだろうと判断してしまいました。人
々はさらに理屈を重ね、この事故に会わなかった人々こそ神のさば
きを受けない善良な者だと思いました。はたして人は、ある程度の
良い行いを続けることにより、神のさばきを受けないですむのでし
ょうか。このような人は、永遠のさばきの対象になると、イエスは
警告なされました。さらにこのような者こそ悔い改めなければなら
ないと言われました。人は自分の努力に頼ることによってではなく
ただイエスを信じる信仰によってのみ救われるのです。


ヘブル人9章9ー14節には、 規定とか儀式に従うことによって人は
神に近付こうとしますが、それは本質とはほど遠い、「死んだ行な
い」にすぎません。ヘブル人の前半の6章1節では、信仰の基本は、
「死んだ行ないの悔い改めと、神に対する信仰」だと教えていま
す。つまり人は神を真剣に信じる前に、「死んだ行ない」(儀式、
規定など)に頼るのをやめるべきです。


聖書は、はっきり示しています。もし人は自分の信じる宗教によ
って天国に行けると思うなら悔い改めなければなりません(マタイ
伝3:7ー9)。あるいはもし神の律法に忠実であることによって天国
に行けると思うなら、悔い改めなければなりません(ルカ伝13:1ー
5)。あるいはもし儀式や規定に従うことによって救われると思うな
ら、悔い改めて、そのような考えを捨てなければなりません(ヘブ
ル人6:1)。この小冊子の14ページの所で、述べたように、贈り物に
対して支払いをしようとした人は、その差し出したお金をひっこめ
て、素直に永遠の命を贈り物としていただく必要があります。


たとえ罪の身代わりに死んで下さったイエスを信じても、一方では
洗礼をしなければ救われないとか、教会に通わなければ救われない
とか、十戒に従わなければ救われないとか言うのであれば、その信
仰は本質を失っているかもしれません。人は信仰に何かを付け加え
ることによって天国に行けるのではありません。人はあくまでキリ
ストを信じる信仰以外のなにものによっても救われない事を肝に銘
じる必要があります。
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悔い改め
「悔い改め」は、英語圏で特に誤解されやすい言葉です。
次に救いに至る悔い改めではないものを上げて見ましょう。
1. それは、罪を遺憾に思うことではありません。
2. それは、罪をざんげし、人生を正すことではありません。
3. それは、人生を神に明け渡して神が人生の先導者になるという
ことではありません。


救いに至る悔い改めとは、自分の罪を遺憾に思ったり、罪をざん
げしたりすることとは一切関係ありません。実に神は私たちを有
りのままの姿でお救いになりたいのです。聖書は次のように教え
ています。


「しかし、私たちがまだ罪人であった時、キリストが私たちのために死
んで下さった。」 (ローマ人5章8節)


救いに至る悔い改めとは次のように定義します。
救いに至る悔い改めとは、宗教とか、儀式とか、律法に忠実である 
ことによって永遠の命を獲得しようとする思いを改めることです。


「悔い改め」という言葉をギリシャ語に照らし合わせて見ると、そ
れは、「思いを変える」という意味です。だれでも良い行ないによ
って永遠の命を獲得できると思う者は、自分のこの思いを変える、
つまり悔い改める必要があると、み言葉は教えています。人は自分
の行ないに頼るのではなく、神を信じることによってのみ救われる
という、この恵みの原理に立ち返るべきです。


マタイ伝3章7ー9節に、宗教指導者たちは本当に自分たちは天国に
行けると信じていました。それは自分たちこそユダヤ人の父である
アブラハムの子孫であったからです。神はユダヤ人を選民とし、そ
こに宗教を設定しました。宗教指導者たちは、正に自分たちこそ正
当な宗教のただ中にいるので、必ず天国に行けると信じていまし
た。しかしバプテストのヨハネが現われて、この人たちこそ悔い改
めなければならないと断言しました。それは、自分の宗教を行なう
ことによって天国に行けるという思いを根本的に変えなければなら
ないということを意味します。


信仰(信じること)は、私たちの手にたとえられるかもしれませ
ん。それは、イエス・キリストの内に宿る永遠の命を、いただ
こうと差し延べる手のようなものです。


「この世が自分の知恵によって神を認めることがないのは、神の知恵
によるのです。そこで神が宣教のことばの愚かさによって、信じる者を
救うことはみこころにかなっています。」 (第1コリント人1章21節)


信仰 : 人のキリストへの応答
イエスは人を罪から救うため、すべての業をまっとうしました。し
かし、キリストの十字架の死によって完成された救いの恩恵にあず
かるには、イエスの犠牲の死による救いのみ業と、そのイエスを心
から信じることが必要です。


「人は律法の行ないによっては義と認められず、ただイエス・キリスト
を信じる信仰によって義と認められることを知ったので、私たちもキリ
スト・イエスを信じたのです。それは、律法の行ないによるのではなく、
キリストを信じる信仰によって義と認められるためです。なぜなら、律
法の行ないによって義と認められる者は、ひとりもいないからです。」 
 (ガラテヤ人2章16節)


「神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。それ
は御子を信じる者が、ひとりも滅びないで永遠の命を得るためです。」 
 (ヨハネ伝3章16節)


(新約聖書には、永遠の命を得る唯一の条件は、イエスを信じる信
仰であると160箇所以上にもわたって述べられています。その代表
聖句は、ヨハネ伝1:7、12;3:18;5:24;6:29などです。)


信仰


イエス・キリスト
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恵み : 賜物
「恵み」という言葉の裏には、価なしに与えられるという意味があ
ります。たとえば親友からの贈り物に対して、もしあなたが支払い
を申し出た場合、それは贈り物と言えるでしょうか。もち論、贈り
物とは言えません。もしその贈り物に支払いをしようものなら、贈
り物ではなく当然支払うべき義務と見なされるからです。きっと親
友は、気を悪くするに違いありません。そして贈り物をためらっ
て、「これは支払ってもらうためにあげるのではない。あくまで贈
り物だ。この贈り物をもらってくれるのかくれないのかどちらなの
か」と言うでしょう。


贈り物:贈り物に対してその価を支払った瞬間、
もはや贈り物とは言えません。


それは贈り物ではなく負い目と見なされるからです。


「働く者の場合に、その報酬は恵みとしてではなく、当然支払うべきも
のとみなされます。」 (ローマ人4章4節)


一度差し出したお金をポケットにもどして、素直に空手を伸ばすだ
けで、その贈り物を受け取ることができるのです。神の下さる永遠
の命に対しても、これと同じような原理を見い出せます。私たち
は、この永遠の命を獲得しようとしばしばあらゆる努力を試みよう
としがちです。十戒に従うこと、清い生活をすること、教会に行く
こと、宗教の教義を果たすことなどです。しかし、神は人類のだれ
一人に対しても負い目があるわけではありません。神は、ただそれ
を価なしに与えたいと望まれるだけです。


取り引きはおこ
とわり。これは贈
り物だからね。受
け取ってくれる
のかくれないの
か、ただそれだ
けのことだ。


恵み : 無代価
人がもし自分の行ないによって永遠の命を獲得するとしたら、もは
やそれは恵みという賜物ではなくなります。


「しかし、もし行ないによるのであれば、恵みはもはや恵みではなくな
ります。」 (ローマ人11章6節)


神は私たちを恵みによってのみ救うのです。


「あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それ
は、あなたがた自身から出たことではなく、神からの賜物です。行ない
によるのではなく、だれも誇ることのないためです。」 
 (エペソ人2章8ー9節)


神は、自分の行ないによって永遠の命を獲得しようと努力する者を
拒否すると、み言葉に示しています。神が罪人に負い目があるとす
ることは、神を卑下することになるからです。


「律法によって義とされようとしているあなたがたは、キリストから離
れてしまったのです。恵みから落ちてしまったのです。」 
 (ガラテヤ人5章4節)


神は永遠の命を賜物として下さった。私たちは無代価で受
け取るか、否かのどちらかです。
永遠の命を獲得しようとするあらゆる律法的な努力も、神の前には
なにも役に立ちません。それは神の恵みに反するからです。そして
神の恵みによるこの永遠の命を拒否した者は、だれでも永遠の裁き
を受けることになります。


全くむだな行ないだ。
これは贈り物なんだよ。
ただ信じて受け取るか
拒否するかだよ。
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「神に献身しなさい」「キリストに人
格的につながっ
ていなさい」


どうしてこんなにたくさん教えがあるのでしょうか。本当に
「福音」は一つなのでしょうか。聖書の「福音」とはいったい何で
しょうか。


神学修士 ロナルド・シェイ (Ronald R.Shea) 1988年出版権(1997年邦訳)


「福音」とは、喜ばしい知らせという意味です。文字通り、人生に
その意味と目的を与えて下さる私達の造り主である神さまと愛の人
格的交わりを持つ事ができるのです。そして天国に行く確信を与え
て下さるのです。


私達が耳にする「福音」は色彩ゆたかで、とまどう事があるかもし
れません。


「ざんげの祈りをしなさい」


著者について


ロン・シェイ(Ron Shea)氏は、アメリカ海軍予備将校訓練隊奨学金
を授与され、ビラノバ大学(Villanova  University)で電気工学学
士の学位を得た後、4年間海軍士官に服務しながら、ダラス神学校
(Dallas Theological Seminary)に通いました。そこで新約聖書と
聖書解釈法を専攻し、新約聖書の全巻を、新約聖書の原典である
ギリシャ語から翻訳する業をなし遂げました。4年制の神学修士の
学位を優秀な成績を修めて授与されました。卒業後ニューオリン
ズ近郊の教会で牧師となり、現在クリア・ゴスペル・クルセード 
(Clear Gospel Crusade)の創立者兼会長です。


日本語翻訳者


松野俊一氏は、日本に生まれ育ち、日本での教育を終えて後、アメ
リカに渡り在留邦人としてアメリカを大変愛しています。サンフラ
ンシスコ市営短期大学(City College of San Francisco)に通った
後、シンプソン大学(Simpson College)に編入し、旧・新約聖書学
を専攻して、文学学士の学位を授与されました。卒業同年にゴール
デンゲート・バプテスト神学校(Golden Gate Baptist Theological 
Seminary)に入学し、3年制の神学修士の課程を修めその学位を授与
されました。現在、聖書を新しい観点から明確にするための手引き
教材作りに励んでいます。


この小冊子について


最近、福音に関するいろいろな教えが教会だけでなく、時としてテ
レビやラジオにもはんらんしています。最も一般的な語りかけ「イ
エスを受け入れなさい」から、極端な表現「あなたは罪人だから悔
い改めなさい」までさまざまあります。どの方法も、信者、未信者
を問わずその意味を理解しかねがちです。たとえ福音がある程度正
確に伝わっても、特に未信者の方々はその意味を曲解していまいま
す。というのは、いろいろな教えが、はんらんしているからです。
こういった状況のもとで、この小冊子が出版されました。これはた
だ単に贖罪とか、神の恩恵を土台とする信仰について説明するだけ
でなく、福音の本来の意味を正すことにも力を入れました。複雑な
神学論をこの小冊子に読みやすくまとめるのに5年費やしました。
福音の意味をこのように明確に、しかも正確に発表した小冊子は他
に見当たらないように思います。


できるだけ多くの方々が、この小冊子を読んで下さることを願って
おります。判権料は、一切著者の望むものではありません。翻訳出
版権に興味を持たれる団体には、許可書を発行いたします。もうす
でに、いくつかの世界的に有名な福音伝道団体は、この小冊子を自
国語に翻訳し始めております。もしまだ訳されていない言語に興味
のおありの方は、どうぞ翻訳にご参加ください。この小冊子ができ
るだけ多くの言語に訳されることを心から願っております。
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本題に入る前に、次の基本的な三つの質問に答えてみて
下さい。


1. 聖書の「福音」とはいったい何か、どのように教え
られましたか。


__________________________________________________


__________________________________________________


__________________________________________________


__________________________________________________


2. もし今晩死んで、神のみ前に立たされ、神が天国に
入れてあげるけれど、どうしてだと思いますかと質問さ
れた時、なんと答えますか。


__________________________________________________


__________________________________________________


__________________________________________________


__________________________________________________


3. もし今、死んだら、確実に天国に行けると思います
か。


はい、確実に天国に行けると思います。


いいえ、確実に天国に行けるかどうかわか
りません。


❏


❏
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日々神に感謝しよう
聖書の教えによると、福音を正しく理解し、ただキリストを自分の
救い主と心から信じた瞬間から、もうすばらしいことが始まってい
ると約束しています。
ˆ 自分のすべての罪を許されました。 (ローマ人5:1)
ˆ 永遠の命を与えられました。 (ヨハネ伝5:24、10:28)
ˆ 天国に行く確信が与えられました。 (ヨハネ伝14:1-3)
ˆ 神の子となる資格が与えられました。 (ヨハネ伝1:12)
ˆ 試練の時の理解者と、困難の時の助け主が約束されました。
 (へブル人2:18、4:15-16;詩篇68:5)


ルカ伝17章11-19節によると、イエスは10人のライ病人をいやしま
した。そのうちの9人までは喜び勇んで立ち去り、イエスに感謝し
て特にもどって来る事がありませんでした。この9人のライ病人の
悪い例に習わないで、神が自分にして下さったことを、神のみ心に
かなった生き方をしたり、神の愛のおきてに従ったり、神のみ言葉
に忠実に歩んだりすることによって感謝の思いを示そうではありま
せんか(ルカ伝7:40-43、第1ヨハネ4:19、ヨハネ伝14:21)。


福音を宣べ伝えよう
次のように想像してみて下さい。ある日、10階からピアノがつるし
てあり、そのつなが今にも切れそうになっているアパートの前をあ
なたが知らずに歩いていてピアノが落ちて来たとします。その瞬
間、それに気が付いた見ず知らずの人がとっさにあなたを救おうと
して突きとばしました。でもこの救ってくれた人は、落ちて来るピ
アノの下敷きになって押しつぶされてしまいました。この人は息を
引き取る前に、自分のポケットから震える手で手紙を取り出し、あ
なたに渡そうとします。あなたはその手紙を受け取りますか。


イエスはあなたを救うために死んで、その手紙をあなたに残されま
した。この手紙は福音とよばれるものです。「そしてイエスは彼ら
に言われた、『全世界に出て行って、すべての造られた者に福音を
宣べ伝えなさい。』」
(マルコ伝16:15;参照聖句、マタイ伝28:18-20、使徒行伝1:8、ロー
マ人10:14-15)。あなたはイエスが残した手紙を喜んで受け取りそ
のゆい言通りに実行しますか。


あなたは友人や知人に、このような簡単な質問をしてみて下さい、
「もし今、死んだとしても必ず天国に行けると思いますか。その確
信を聖書から正しく説明を受けた事がありますか。」もしその人は
説明を受けた事がないと言ったら、「それでは説明してもいいです
か」と申し出て下さい。たいていの人は、どうにかしてその確信を
持ちたいと思うものです。もしその人がさらに興味を示したら、ど
こかに落ち着いてゆっくりとこの小冊子などからでも説明してあげ
てみて下さい。このことによってその人は遅かれ早かれ大いに感謝
するに違いありません。








死んで、腐ってい行く動物


生きている人
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2. キリストとの交わりを確かにするためとか霊的な成長を促すた
めに、決して神秘的な感覚に頼ったり、なにか自分の心にささやく
不思議な声に従ったりしないで下さい。感覚に頼る方法は、霊的な
真理に達するには、数学や地理などの科学真理を追求する方法より
も劣っています。ちょうど霧の日に地図などに頼らないで、自分の
感覚だけで、何百キロも知らない奥地の道を運転し続けられます
か。もちろんこんなむちゃな運転はできないでしょう。残念なが
ら、多くのクリスチャンはこのような生活をしているのです。


3. 霊的な真理に成長するのに、神はすでに私たちに真理の源であ
る聖書を下さいました。この聖書を毎日読んでみて下さい。まず「
ガラテヤ人の手紙」から読むのをお勧めします。これは使徒パウロ
が福音の弁明と恵みの原理を明らかにするために書きました。一日
に一章、全部で六章のこの書簡を五回読んで下さい。およそ一ヵ月
で完了するでしょう。次にこの書簡を全部通して一日一回、一月間
読んでみて下さい。そうすれば信仰原理の基本と、その大切な教義
を学ぶことができます。この教えは健全なクリスチャン成長に欠く
ことのできないものです。


「信仰は聞くことによるのであり、聞くことはキリストの言葉から来る
のであります。」 (ローマ人10章17節)


4. 福音を正しく理解しその教えに根ざしたなら、次によい教会と
の交わりをお勧めします。よい教会を捜す基準は、その教会の牧師
に、「どうしたら天国に行かれるのでしょうか」と質問して下さ
い。もし牧師が、「それは清い生活をすることだよ」とか、「十戒
の教えに忠実であること」とか、「洗礼を受けること」とか、「罪
の告白をすること」とか、「教会の会員になること」とかその他と
んでもない答をしたら、他の教会を捜して下さい。もし牧師が福音
を知らないとしたら、しかもクリスチャン信仰の基本を知らないと
したら、結局キリスト教の一番大切な真理を知っていないのです。
天国に行く方法を知らない牧師の教会にどうして行く必要があるの
でしょうか。正しく教える教会を捜してみて下さい。


罪
どのように神と人との正しい交わりを回復出来るかという喜ばしい
知らせを理解する前に、まずどのようにこの関係が破壊されてしま
ったかを知る必要があります。
聖書は次のように言っています。


「すべての人は、罪を犯したので、神の栄光を受けることができな
い。」 (ローマ人への手紙3章23節)


「罪過の中に死んでいた私たちを......」 (エペソ人への手紙2章5節)


神は神聖であり、人は罪深い(霊的不浄)存在です。ちょうど私たち
は、死んで腐って行く、何とも言えない悪臭のする動物の前にいら
れないのと同じように、神聖なる神は霊的に死んで腐っている私た
ちの前に立つ事ができません。人は自分の罪によってまったく死ん
でいるのです。


感覚に頼ることはもしかした
ら悪魔サタンのささやきかも
しれません。信仰を神の言葉
によって育てましょう。


聖書


感覚的霊界
伝令霊化現象
霊的しびれ
神秘的現象
興奮現象
電光石火
天の声








信仰の盾:エペソ人6:10-17


1. 福音は信仰の基石といわれるがゆえ、サタンは、直ちに福音の
真理を惑わすあらゆる手段を使って攻撃を開始するでしょう。この
攻撃を守るのには、福音の真理にしっかり根ざさなければなりませ
ん。まず手始めに、この小冊子を一日一回、一か月読んでみてくだ
さい。たとえ暗記してしまったとしても、途中の10日や15日ぐらい
でやめたりしないで下さい。サタンのよく使うわなで、時間がない
からとか他にしなければならない事があるからと言ったりして、気
をくじかないようにして下さい。このようなサタンの使い古した手
にのらないようにして下さい(マタイ伝13:1-9、19-23、8:21-22;ル
カ伝10:38-42、12:16-31、14:16-20;エペソ人5:16)。


信仰に立脚せよ
悪魔サタンは、今後キリストを信じる信仰をなくすために、巧み
に攻撃し始めるでしょう(第1ペテロ5:8、エペソ人6:16、マタイ伝
13:3-23)。


サタンの攻撃目標のいくつかをあげてみましょう。
1. 人の心に疑いの芽を植え付けることにより、主にある喜びや永


遠の命の希望をゆるがし、最終的に絶望感へと導く。
2. み言葉を曲解させたり、惑わさせることにより、真理の知識に


成長させないようにする。
3. キリストの信仰を他の人々に伝えないようにする。それでは次


にサタンのこのような攻撃から守るいくつかの方法にふれてみ
ましょう。


敵である悪魔の
攻撃を守り
通すため、
しっかり
信仰に
立とう。
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神は神聖で終りのないお方です。つまり神は永遠に神聖です。それ
ゆえ、どんな小さな罪でも神を傷つけ続けるのです。聖書はどんな
小さな罪でも、私たちを神から永遠に引き離すと教えています。神
はどのような罪をも放置することができません。


神聖なる神
(霊的神聖)


罪深い人間
(霊的不浄)


うそ


疑い


絶望


信
仰


神との断絶
罪の結果であることは明らかです。


「あなたがたの不義が、あなたがたとあなたがたの神との仕切りと
なり」 (イザヤ書59章2節)


罪が原因で、人と神との間に仕切りとなった。


 罪の仕切り　(壁)








人の努力はすべて無効
私たちは常に神との断絶の仕切り(壁)を乗り越えたいと思い、その
努力に励みがちです。例えば、教会へ行って洗礼を受けるとか、良
い行いをするとか、隣人を愛するとか、儀式を守るとか、教会など
に加わるとかいったような事です。残念ながら聖書は、どのような
努力をもってしても神と人との仕切りを取り除くことができないと
教えています。


聖書は教えます。


「私たちはみな汚れた者のようになり、私たちの義はみな、汚れた着
物のようです。」 (イザヤ書64章6節)


罪を取り除くためにいろいろする努力はむだのようです。ちょうど
自分の汚れた顔をふくのに、油まみれの手ぬぐいを使うようなもの
です。人は自分の罪を取り除き、自分と神とを隔てた壁を乗り越え
るのにふさわしい物は何も持ち合わせていません(参照聖句、ハガ
イ書2:12ー14;ルカ伝18:10ー14;ローマ人3:20、27ー28、4:5;ガラ
テヤ人3:10ー11、21)。


十戒に忠実


儀式
(聖さん式など)


 洗礼


 隣人を
 愛する


 教会に行
 くこと


236


罪
の
仕
切
り
   
  (
壁
)


この同じ聖句で、イエスはいったいだれがすべてにまさって偉大だ
と言っているのですか。


(答)________________________________________________________


いったい神のみ手から奪い取ることができる者がいるでしょうか。


(答)________________________________________________________


自分は神より偉大だと思いますか。


(答)________________________________________________________


この聖句に照らし合わせて考えると、すでに、キリストを救い主と
信じてから、自分のなかにまだ許されないで神の永遠の怒の対照と
なる罪の何かが残っていると思いますか。


(答)________________________________________________________


(他の永久保証の聖句、ローマ人8:37-39、エペソ人1:13-14、ヨハ
ネ伝6:37-40、へブル人13:5)


それでは罪を気にしないでおかし続けるのですか。
いかなる罪も、一度心から信じた者から永遠の命を奪い取ることは
できませんが、罪をおかし続ける結末は、この世においても来たる
世においても明らかに破壊的です。


第一に、罪の因果というものがあります。たとえば、大
酒飲みは病気になって死ぬかもしれません。あるいは、泥酔運転で
交通事故をおこして人を巻添えにするかもしれません。あるいは、
不道徳な性行為によってエイズに感染し、死ぬかもしれません。キ
リストを救い主として受け入れることによって地獄から救われるか
もしれませんが、罪のおろかさの結果を刈り取らなくてすむという
保証はありません(ガラテヤ人6:7-8、ヤコブ2:14-17)。


第二に、罪は来たる世にも影響します。これはちょうどス
ポーツ観戦の無料キップをもらった時のように、競技場に入場する
のは保証されています。しかし、前列の席か、後列の席かまでは保
証されていません。これと同じように、イエス・キリストを信じる
信仰によって永遠の命を与えられた者は天国の道を保証されていま
す。しかし、天国において高揚されるかどうかまで保証されていま
せん。天国における位置付けは、わたしたちが平素行なっているこ
の世での行為が神のみ心にかなうかどうか、その度合によって決ま
るのです(第1コリント人3:11-17、9:24-27、第2コリント人5:10-
11)。この世での罪の快楽は、後の世での天の報いを待つことより
も、しばしば魅力的な力があります。み言葉は、神から与えられた
特権(天での報い)を、この世の一時的な罪の快楽のためにないがし
ろにする者は、悔い改めが先に立たないと教えています(へブル人
12:14-17、ルカ伝19:11-27、マタイ伝25:14-30)。








永久保証 : 恵みによる必然的結果
もしキリストを心から信じて、しかも救いを失わないようにするに
は、神の規律を守らなければならないとしたらどうでしょう。


確かに自分は永遠の命は恵みによ
って与えられたと言えますか。


あるいは、


自分の救いは、神の規律を守るか
守らないかによる。


 ❏       ❏


 ❏       ❏


22 7


福音
「福音」とは、喜ばしい知らせという意味です。私たちは、この罪の
状態のままでは、けっして神に出会うことはできません。それ故に、
神は天からイエスを私たちの罪の身代わりに死ぬために送って下さい
ました。そして三日目にイエスを死から、よみがえらせました。


「兄弟たちよ、私はあなたがたに福音を知らせましょう...キリストは聖
書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、そして葬られた
こと、聖書に従って三日目によみがえられたこと、」
 (第1コリント人15章1ー4節)


福音とは、イエスが私たちの罪の身代わりとして死んで下さり、
勝利の印として死からよみがえられたことなのです。


イエスは私たちの罪の身代わりに死んで、その死からよみがえったこと
により、罪の仕切り(壁)を取り除いて下さいました。


イエスは死んで、その死からよみがえったことを私たちは本当に信
じるのですが、いったいイエスは私たちの罪の身代わりに死んで下
さったというのは、どういう意味なのでしょうか。そして、どのよ
うにしてイエスの死は、神と人との隔たりの壁を取り除くことがで
きたのでしょうか。


罪の仕切り
(壁)


神


イエス・キリスト


人間


 はい いいえ


したがって、もしだれか聖書の教える永久保証を頭から否定する者
がいたら、その人はいったい恵みによって神に接するのでしょう
か、あるいは規律を守り通すことによってなのでしょうか。


(答)________________________________________________________


だれかこのようにして罪をゆるされた(救われた)人がいますか(小
冊子14ー15ページ参照)。


(答)________________________________________________________


聖書によると、人はどのようにして罪をゆるされるのでしょうか
(ローマ人3:28によると)。


(答)________________________________________________________


聖書の別の箇所で、イエスは次のように言っています。


「わたしの羊はわたしの声を聞き分けます。またわたしは彼らを知って
おり、彼らはわたしについて来ます。わたしは彼らに永遠の命を与えま
す。だから彼らは決して滅びることがなく、まただれもわたしの手から彼
らを奪い取ることはできません。わたしに彼らをお与えになった父は、す
べてにまさって偉大な方です。そしてだれもわたしの父の御手から、彼ら
を奪い取ることはできません。」 (ヨハネ伝10章27ー29節)


この聖句に、イエスはどのような命を与えると言っているのでしょ
うか。


❏ 一時的 ❏ 条件付の(暫定的) ❏ 永遠の


もしイエスが言うように永遠であるなら、どこかで失うのでしょう
か。


(答)________________________________________________________








問題 : 神は必ず罪を罰する
聖書の教えは、神は神聖で公正なお方です。それゆえ、神は罪ある
人々を罰せずにはおれないのです。


「むなしいことばに、だまされてはいけません。このような事により、神
の怒りは不従順な子らに下るのです。」 (エペソ人5章6節)


「人々のあらゆる不敬虔と不正に対して、神の怒りは、天から啓示され
ているからです。」 (ローマ人1章18節)


神の正義は、罪ある人々が神の正しい裁きを受けることを要求して
います。(参照聖句、第2テサロニケ人1:8ー9、マタイ伝25:46、黙
示録20:10)ではどのようにキリストは、ご自身の死によって神の怒
りから私たちを解放して下さったのか次の三つの階段によって説明
しましょう。


神の怒りは必ず
罪の上に注がれる


永久的保証
もし明日あるいは来月、罪をおかしたとしたら、一度与えられた永
遠の命を失ってしまうのでしょうか。


聖書は次のように言っています。


「イエス・キリストのからだが、ただ一度だけささげられたことによって、
私たちはきよめられたのです。また、すべての祭司は毎日立って儀式を
行ない、同じようないけにえをくり返しささげますが、それらは決して罪
を除き去ることができません。しかし、キリストは多くの罪のために一つ
の永遠(過去、現在、未来)のいけにえをささげた後、神の右の座に着き
・・・・・・キリストは一つのささげ物によって、きよめられた者たちを永遠
に全うされたのです。」 (へブル人10章10ー12、14節)


聖書は、イエスの死によって次のうちどの罪が清算されたと言って
いるのでしょうか。


永久保証 :
主イエス ・ キリストの死による必然的結果


私たちは、罪をおかしたからという理由で一度与えられた永遠の命
を失うことはありません。キリストが私たちのすべての罪を清算す
るために死んで下さったのは、そういう意味だったのです。キリス
トはあらゆる時点(過去、現在、未来)のすべての罪のために死んで
下さったことにより、ただ一度私たちのすべての罪(過去、現在、
未来を含む)を白紙にして下さいました。とても信じ難いと思うか
もしれませんが、この事実を否定することは福音そのものを拒否す
るのと同じことなのです(小冊子7ー11ページ参照)。


週に一度


月に一度


罪を告白し許しを願う度ごと


すべての罪に対してただ一度


❏


❏
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❏


❏


❏
❏
❏


自分の過去のすべての罪


自分の過去と現在のすべての罪


自分の過去、現在、未来をも含むすべての罪


この引用聖句によると、イエスの死によって自分は何度きよめられ
た(聖別された)と思いますか。








第一 : 転嫁
キリストは私たちの罪を、ご自身の上に負って下さった。
人間のあがないの最初の手段は、イエス・キリストが私たちの罪
を、ご自身の上に負って下さったことです。イエスが十字架に掛か
った時、神は世のすべての罪(過去、現在、未来)を、キリストの上
に置かれました。


「主は私たちのすべての不義(罪)を、彼(イエス)の上に負わせた。」 
 (イザヤ書53章6節)


「十字架の上で、私たちの罪をご自分の身に負われた。」 
 (第1ペテロ2章24節)


「神は、罪を知らない方(イエス)を、私たちの代わりに罪とされた。そ
れは、私たちがこの方にあって、神の義となるためです。」 
 (第2コリント人5章21節)


神が罪ある人々を罰せずにはおかないのなら、神は誰を罰しなけれ
ばならないのでしょうか。


十字架の上で、
イエスは私たち
の罪を、ご自身
の上に負って下
さった。


(参照聖句、第1ヨハネ5:10ー13)


それは、心を入れ代えて、
神に人生を明け渡した時、
確信がもてます。


それは、将来においても、
ずっとキリストと共に歩
み続けた時、確信がもてま
す。


それは、良い行ないの結
実の結果、確信がもてま
す。


それは、み言葉を聞い
て、誠に心からイエスを
信じた時、確信がもてま
す。


この引用聖句によると、どのようにして本当に救われている確信を
もてるのでしょうか。


よくよくあなたがたに言ってお
きます。
わたしの言葉を聞いて、


わたしを遣わした方を信じる者
は、


永遠の命を受け、


さばかれることがなく、


死から命に移っているのです。


どうしてこれがイエスだと分かり
ますか。


この小冊子に引用したキリストの
言葉を聞きましたか。


神が御子イエスを私たちの身代わ
りに死ぬために送って下さったこ
とを信じますか。


永遠の命は後に与えられるのでし
ょうか、それとも既に与えられて
いるのでしょうか。


聖書は、「もしかしたらさばかれ
ない」と言っているのでしょう
か、それとも、「決してさばかれ
ない」と言っているのでしょう
か。


いったいどの時点から、「死から
命に移っている」のでしょうか。


確信
キリストを心から信じ、今晩もし死んでも、必ず天国に行かれると
いう確信が与えられましたか。


イエスは次のように言っています。


「よくよくあなたがたに言っておきます。わたしの言葉を聞いて、わた
しを遣わした方を信じる者は、永遠の命を受け、さばかれることがな
く、死から命に移っているのです。」 (ヨハネ伝5章24節)


❏


❏


❏


❏
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天の法廷で、
イエスは世の罪のために罪ある者とされました


世の罪のために
有罪!








死んだら天国に行くという確信がありますか。
どのようにして その確信をもてるか、


聖書から正しく説明を受けた事がありますか。


推薦の言葉


人の最終的な運命は、その人のイエス・キリストとの関係によ


って決まるものです。ですから福音というものを明確にするこ


とは、この世で最も重要なことだと思います。この小冊子は、


このような目的をはたすことができると思います。わたしは悔


い改めに関して、氏の簡単でしかも意味深長な取り扱いに特に


感謝しています。この小冊子は人々をキリストにかち取りたい


と望む者に大変効果のある真理を提供してくれると信じます。


 カーテス・ハトソン博士


 社長兼編集長、スオード・オブ・ザ・ロード誌


「悔い改め」の明快さをたたえます。たいていの人は悔い改め


というのは罪をざんげして正すことと考えがちですが、本当は


救われるための心の思い違いを正すという意味だったのです。


そういう理由で、氏は大きな貢献をなされました。わたしはこ


の小冊子のように福音を明確に定義したものにまだお目にかか


っていません。


 アール・ラドマッカー、神学博士


 学長兼系統神学教授


 ウェスタン神学校


伝道集会において献身などの招きの時多くの場合、福音の明確


さというものは残念ながら、ないがしろにされています。この


小冊子は聖書の示す福音の簡潔さと福音そのものの力というも


のを、はっきりさせてくれました。福音の簡潔さに飢えてい


て、特に人々をキリストに導きたいと望む方々には、この小冊


子は最適なものといえるでしょう。


 ジョン・ウォルボード、神学博士


 名誉総長、ダラス神学校


この小冊子の追加は下記まで:


クリヤ・ゴスペル・クルセード文書局
Clear Gospel Campaign


www.cleargospel.org


福  音


支払済支払済
債務


証書


To order the Gospel Booklet in various languages, or to download PDF files paginated for overhead 
projection or for printing, please visit our web page.





